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It is important issue to research on the museums by collectiong data about marine
engineering. Author researched data of foreign countries from 1989 to 1996 and those are already
reported. In Japan he has already reported on the museums in Hokkaido, Tohoku, Kanto and
Chubu area. In this paper author collected the museums which concerned marine enginnering in












































































O 『Violanda (ビオランダ)』 1/100模型
オイルタンカー。載貨重量47000トンo














参考文献: 〇千地万造編: 『大阪府の博物館』、中央公論美術出版、 pp.54-57 (1983年9月25日発行)
○加藤有次監修: 『ユニーク博物館』、毎日新聞社、 p.179 (1985年6月10日発行)










































参考文献: ○為国かおる:土木博物館めぐり26、土木学会誌第78巻、 p.50 (1993年8月)
〇千地万造編:大阪府の博物館、中央公論美術出版、 pp.108-109 (1983年9月発行)












































O 「伏見丸」模型(日本郵船、 1914年(大正3年) 12月2日竣工)
○バーク型帆船「共進丸」模型(1/23、 1917年(大正6年))
○機帆船「二神丸」模型(昭和初期)
O 「春光丸」模型(T.T.Shunko Maru、 1/150)
O 「宮崎丸」模型



















































































































































英　　名: Kinoecho Fureai Folk Material Hall
住　　所: 72504豊田郡木江町大字沖浦1911
電　　話: 08466-2-0005

























































































































































































































































































































































































































































































英　　名:Sea and Life Museum
住　　所:684境港市花町8-1
電　　話: 0859-44-2000


































英　名: Okayama Prefectural Museum
住　　所:703岡山市後楽園1-5
電　　話: 086-272-1149

























































































































英　名: Hiroshima Prefectural Museum of History
住　　所:720福山市西町2-411
電　　話: 0849-31-2513









英　名: Hiroshima Museum of Traditional Provincial Industry
住　　所: 7340015広島市南区芋品御幸2-6-20
電　　話: 082-253-6771























































































英　　名: Houhoku -cho Historical Folk Material Hall
住　　所: 75955豊浦郡豊北町大字滝部3153-7
電　　話: 0837-82-1661



























































英　　名: Omishima Marine Science Museum
住　　所: 79413越智郡大三島町大字宮浦3327
電　　話: 0897-82-0032









英　名: Museum of Noshima Murakami Suigun
住　所: 7942203越智郡宮窪町大字宮窪2669中央公民館内
電　　話: 0897-86-3238











英　名　Tokushima City Tokushima Castle Museum
住　所:770徳島市徳島町城内ト8徳島中央公園内
電　　話: 0886-56-2525
F A X :0886-56-2466
交　　通:国鉄高徳本線徳島駅下車徒歩10分
所　　属:徳島市
沿　　革: 1992年10月1日開館
開館時間: 9時30分～17時(入館は16時30分まで)
休館日:月曜日(休日のときは開館)、祝日の翌日(休日のときは開館)、 12月28日～1月4日
入館料:大人300円、高校大学生200円、小中学生100円
展　　示:鯨船「千山九」資料、阿波水軍資料
く高知県〉
○高知県立郷土文化会館(◎)
住　　所: 7800850高知市丸の内1-1-20
電　　話: 0888-22-0231
交　　通:高知駅より土佐電鉄公園通り下車徒歩5分
開館時間: 9時～17時
休館　日:月曜日、 12月28日～1月4日
展　　示: ○土佐藩の御座船模型
○船磁石(土佐藩の船頭の久保氏が1774年(安永3年)にもとめたもの)
○鯨舟(郷土玩具)
(1987年5月26日現在)
4.結　言
本報告では近畿、中国、四国地方における8施設についての現地調査と57施設についての文献調査結果を示した。
今までの調査結果を県別にみると表1のようになる。この裏によると当然のことであるが海に面していない県にお
いて船に関する資料があまりみられないことなどがわかる。また調査結果が著者の行動範囲と密接に関係している
ため調査範囲に片寄りが見られることも明らかである。今後、少しずつではあるがこれらについてもさらに調査を
増やして解明していきたい。
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裏1海事関係博物館調査結果
県名　　　　現地調査結果　　文献調査結果
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